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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 猪苗代において、牛糞堆肥、鶏糞、ナタネ粕を組み合わせて、化学肥料の半減や無施用の条件で
水稲を栽培した。慣行区対比９５％以上の収量を得ることができ、品質も良好だった。

(1) 品種：あきたこまち、中苗：５月２２移植、栽植密度：２２．２株/㎡

(2) 有機物資材として、牛糞堆肥（N：0.4%）、鶏糞（N：3.2%）、ナタネ粕（N：5.3%）を用いた。

(3) 施肥量等 
区の構成と施肥量は、慣行区：窒素（化学肥料）0.6＋0.2kg/a、無化学肥料区：牛糞堆肥
（200kg/a）のみ、減化学肥料区：窒素（化学肥料）基肥0.4kg/a、鶏糞区：鶏糞24kg/a、ナタネ粕
区：ナタネ粕10kg/aである。 
牛糞堆肥は、慣行区以外に200kg/aを施用した。

(4) 収量は、慣行区対比で、無化学肥料区（牛糞堆肥のみ）では80％と低かったが、他は、95％以
上を確保した（図１）。

(5) 収量は、穂数と正の関係がみられた（図２）。

(6) 検査等級は、すべて１等級だった。

２ 期待される効果

 地域で容易に入手できる有機物資材を利用した水稲栽培技術を示したことで、地域の有機物資源を
活用した循環型農業の推進に寄与する。
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４ 普及上の留意点

 平成１３年と１４年に実施した結果である。有機物資材の施用効果は、資材の種類や土壌、栽培条
件により異なる。
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